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各種審議会等審議結果公表シート 

会議の名称 平成 29 年度第 2 回中津川市博物館等協議会 

開催日時 平成 30 年 2 月２3 日（金）１５時～１６時３０分 

開催場所 中津川市鉱物博物館 研修室 

出席者の役職名 

委員 8 名（欠席２名） 

教育長・文化スポーツ部長・鉱物博物館長・苗木遠山史料館長・子ども科学館

長・中山道歴史資料館長・東山魁夷心の旅路館長・鉱物博物館館長補佐・鉱物

博物館館長補佐兼学芸員・文化振興課学芸員 2 名 

話し合われた内容

（会議録又は 

審議概要） 

1 協議会会長あいさつ 

２ 教育長あいさつ 

・会議の成立について 

【司会】 中津川市教育委員会付属機関設置等に関する条例施行規則第４条に

より会議は委員の過半数の出席により成立することから、過半数以上の委員

の出席によりこの会議は成立していることを報告いたします。 

・協議会の公開について 

【会長】 本協議会は公開を前提としています。今後は公開ということでよろ

しいですか。 

【委員】 異議なし 

【会長】 それでは公開ということでよろしくお願いします。 

３ 報告・協議事項等 

（１） 平成２9 年度各館事業実施状況 

各館長より説明 

（２）平成 30 年度文化スポーツ部の方針と重点及び各館の事業計画 

     部長及び各館長より説明 

【質疑】 

会長 

 ありがとうございました。 

ただいま説明がありましたが、平成２9 年度各館事業実施状況について、上で、

ご意見やご質問をありましたらお願いします。 

委員 

 子ども科学館から報告がありましたように、科学館は雨漏りが数年来ありま

して、だんだんひどくなっているような気がします。例えば天井が腐食したり

して、崩れたり、地震が起こってときに崩れやすくなっていたり、そのような

可能性もあるんじゃないかと思いますが、なんとかこう雨漏りを止めるような
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ことはできないのでしょうか。 

会長 

 先ほど館長さんの説明にもあったわけですが、この問題について 

事務局 

 その件につきましては、前回の協議会で報告させていただきましたが、今年

度委託でどういうところが漏れておるのかというふうな調査をいたしました。

調査をしたところ全体を根本的には直さないと、一部を直しただけでは根本的

な解決にはならないと答えをもらいました。それにより予算等要求をしていき

ましたが、なかなか順次というか、市のほうの予算は限りなくある訳ではあり

ませんし、今後そういうところを見ながら、例えば一部だけ本当に酷いとこだ

けというふうな形とか、そういうものについて少しだけという話を今後してい

きたいと思っています。原因が分かりましてので、費用等も高くなることが分

かったので、順次他の施設等たくさんありますので、そこも含めて順序立てを

しながら、考えて行きたいと思っています。 

会長 

 すぐ何とかするということではないですが、前向きに検討していただいてい

るということはご理解ただけると思います。いかがでしょうか。 

委員 

 鉄骨など雨漏りがして段々腐食し、もろくなってしまっていると非常に心配

なわけですが、そういうことであれば。 

会長 

 どちらにしても、科学館の場合は約３０年近くたっているわけですので、今

のような状況はどうしても生まれやすい。そういうときにどう対応するか。 

事務局 

 中津川市の場合、合併しましてこういった施設が多くなっています。そうい

った中で、市有施設のマスタープランということで、維持管理経費が修繕を含

めて多くかかる。その中で、現在計画を立てて、これは廃止するとか、統合す

るとか、そういったことを考えて取り組みをしていますが、何せたくさんの施

設があります。会長さんが言われたとおり施設がそれぞれ古くなってきてい

る。ちょうどそういった過渡期に来ています。そういった中で多額の費用を要

しますし、特に私ども文化スポーツ部におきましては、こういった施設が他の

部署と比べると多くあります。スポーツ施設、文化施設ともにあります。そう

いった中で、予算がかかりますので、優先順位を付けさせていただいた中で、

安全、安心の部分を優先的に予算化させていただきたいという形で取り組んで

います。科学館につきましても、早急な改善をいていきたいと考えております

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

会長 

 館長さん部長さんのお話で、前向きに検討中ということでご理解いただけれ

ばありがたいと思います。そのほかいかがでしょうか。後ほど来年度の計画等
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の後で、重なる部分があると思いますので、その後でも結構ですのでよろしく

お願いします。 

いったんここで平成２９年度各館事業進捗状況については閉じながら次へ

進んで、後でまとめてできればありがたいと思います。 

 それでは続きまして平成３０年度の文化スポーツ部の方針と重点をしてい

ただき、それに続いてさらに各館の事業計画を事務局より説明をお願いしま

す。 

事務局 

 事業概要を説明 

会長 

 ありがとうございました。ただいま部長さんのほうからは、平成３０年度文

化スポーツ部の方針と重点を、そして各館の館長さんからは各館の事業計画を

説明いただきました。先ほどの報告と、計画を聞いていただき、委員の皆様の

お顔を拝見させていただきますと、大変長くからいらっしゃっる方、あるいは

新しくなっていただいた方、それぞれ今までに、例えば第１回のときにいただ

いたご意見を含めてですね、いろんな皆さんのご意見の結果、それを受けなが

ら前向きに各館の館長さんがたが取り組んでいてくださる。その中にはボラン

ティアの方、あるいは出前講座等あるわけですが、今までの説明、先ほどの報

告を重ねて合わせながら、ご意見やご質問がありましたらお願いしたいと思い

ます。 

委員 

 先程のお話の通り私は第 1 回から参加させていただいますが、当初は大きく

拡大したり器を新しくして合併させようとかそういう話だったものが、だんだ

んと良さを活かしてどうやって良さをわかっていただくかという方向性にな

ってきたことが、私は最初の時は器ものに予算をかけることに疑問を抱いてい

ましたので、私のいいと思っていた方向性になってきてよかったと思っている

のですが、その反面予算がつきにくくなっている実情に合わせてのことだと思

いますので、先程の雨漏りの意見なんかもなかなか難しいことだとは思います

が、膨大なお金だと思いますのでできればもうちょっと色々な業者を当たると

か、新しい技術なんかもあって樹脂をしみこませるとか色んなことがあるんじ

ゃないかなとか、もうちょっと検討されると他のアイディアも出てきて安く当

面は雨漏りを防げるようなこともありえるのではないかなという風に感じま

したのでぜひご一考いただきたいと思います。 

 それからここに長く通わせていただいているのに、よく道を間違えるんです

ね。ということは少しわかりにくいのではないかと思って、来ることはできて

も帰り道うまく帰れずにまっすぐ行ってしまったりとかよくありますので、カ

フェなんかだと小さい看板を曲がり角ごとに立ててわかりやすくするとかさ

れていますので、そういうこともご一考いただけたらと思いました。 
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会長 

 自分も今来るときに苗木小学校の横から入ってきたのですが、工事していて

進めなくて曲がれという指示に従ってきたわけですが、今の話はよくわかるこ

とだと思います。前の苦しい予算のなかでの話も含めまして、さらに事務局の

方でご協力いただければありがたいと思います。そのほかの方いかがでしょう

か。 

委員 

 遠山史料館のところでダンボールの甲冑の話が出ましたけども、私も土岐市

の公民館で工作室をやっていた時に子ども達がダンボール甲冑を作っていた

のですけども、かなり難しいですね。ダンボールなのですが編み上げ方は本当

の鎧の形で作っているので、作れる方もかなり少なくなりつつあるということ

で、きちんと伝承してもらって、苗木の史料館の特徴を出した方が面白いかと

思います。 

事務局 

 今委員の方がおっしゃられた通りに伝承される・していくというところが、

寄付されたところも自分のところでそういう人が少なくなってきているとい

うことでお譲りしてくださったのですけが、そこで少しでも教えていただけれ

ばそれをまた繋げていくということは史料館の館長も申し上げましたので、少

しでもそういう貴重なものについては伝承していきたいと思います。 

委員 

 前回の時もお礼を言いましたけど、高山地区の常盤神社に秀吉が朝鮮出兵し

た時の切株が現存しているということで文化振興課の方で補助金等をいただ

きまして散策路ができました。そしていよいよ資料とかパンフレットのような

ものを作っていきたいけどお金がないもので、また補助金申請をしていただき

たいかなという風に思っております。遠山史料館には今も何人かの方が古文書

解説か何かでいらっしゃると思うので資料作りなどでぜひ色々アイディアを

いただけるとありがたいと思います。 

 もう一点心配をしているのが、水晶さがしをずっと開館以来やっていて水晶

がだいぶ枯渇気味で、やっぱりこれは地元苗木の水晶をみんなが実際に探せる

というのが売りだし楽しみだと思いますが、残念ながらストックがかなり減っ

てきているという状態なので何か今後の見通しみたいなものがあればお聞き

したいのですが。 

事務局 

 見通しというのは立っていないのが現状です。開館する際に確保した水晶を

含む土砂を十数年間使ってきていたのですが、七、八年ほど前に苗木の財産区

の方で林道か作業道の工事をされた際に、一部水晶を含んだ土砂があるからど

うですかというお話をいただいて、その時に追加で確保できたというのが今ま

でなんとかもっている理由です。ただ、そういう何かがないと本当に地元のも

のを確保するというのは難しいものですから、もし何かあればぜひ声をかけて
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いただきたいというお願いはしていますが、現状では今あるものを大事に使っ

ていくという状態です。 

会長 

 自分も孫を連れてきて、鉱物を掘らせていただいて小学生の孫ふたりは喜ん

だだけに、体験という観点からいったときに非常に大事なご意見をいただきま

した。 

委員 

 もう一点、苗木の財産区は苗木地区だけではなくて木曽川の向こうの福岡・

蛭川と接した部分にもたくさん財産区があって、林道工事をずいぶんやって、

間伐などをされるのですが、工事をやったという情報がうまく入らないので盗

掘が盛んにされているのですね。林道ができるので誰かがそこに行っては掘っ

てしまうという。ですから、地元の業者なりそういうところにこちらに一報を

いただけると、知らないうちに掘られてしまうということも少しは減るかなと

思っています。 

会長 

 大事な観点からの提案をいただきましたと思いますが、地元の業者との連絡

体制づくりということの大事さ。そこを日常的にと言いますか継続的にできれ

ば問題がさらにいい方向に進むのではないかというご提案だったと思います

が。他の方いかがですか。 

委員 

 先程の子ども科学館の雨漏りの件ですが、三年以上前からお話して全然進捗

してないということだと思います。これはまた後でもう少しきちんとお話をお

聞きしたいです。それともうひとつ大事なことだと思います、先程史料館の館

長さんが言った収蔵庫の問題ですね。収蔵庫が一番必要なところは、東山魁夷

と中山道歴史資料館で、ここは収蔵庫がきちんとして当たり前の施設だと思い

ます。聞いた状態だと収蔵庫があまりいい状態ではないような気がしますし、

例えば私が一市民として何か歴史の資料を市にお預けしようと思っても、そう

いった状況での収蔵庫ではとてもお渡しすることができないし、そういうとこ

ろがかなりネックになっているのではないかと思います。やはり市民の皆様か

ら大事な資料をお預かりする場所としてはそういった意味で不適切かなとも

考えておりますし、いろんな方のお話を聞いてなるほどそうかなと。そういっ

たところは市が対応していただけたらもっといいと思いますし、立派な収蔵庫

を作っていただければ市民の皆様も安心して資料をお渡しできるのではない

かと思っております。そういったところの現状のお話をお聞きできればと思い

ます。 

会長 

 それでは事務局の方お願いします。 

事務局 

 収蔵庫については不具合のあるところについては改修するようにしており
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ますし、29 年度は東美濃ふれあいセンターの収蔵庫の改修も一部しておりま

す。遠山史料館につきましても不具合のものについては対応させていただきた

いと思っております。それから科学館の雨漏りの件は前々から要望をいただい

ておりますので市にも上げておりますが、市の全体的な中で優先度の付き方も

ありまして現実には至っておりませんが、30 年度では文化会館での改修の調

査もさせていただくということで決めておりますし、全体の中でしっかりと取

り組ませていただきたいと考えております。 

事務局 

 補足ですけれども、収蔵庫につきましては私も現場を見ておりまして、十分

な状態ではないとわかっておりますので、少しでもよくするために、他の委員

さんの意見もありましたが、除湿をしっかりするとか掃除をしっかりするとか

できる中でベターなことをやってはおります。ただそれでは十分ではないとこ

ろがありますし、優先順位の高い問題ではあると思いますので、引き続き取り

組んでいきたいと思っております。 

委員 

 職場体験学習についてですが、鉱物博物館で 2 年生の生徒の職場体験をやら

せていただいていたので、新たに遠山史料館と中山道歴史資料館の方でも体験

をさせていただきました。大変生徒たちにも好評で、職場体験後に生徒たちが

どのような活動をしたかを発表するのですが、そこで多くの生徒が遠山史料館

と中山道歴史資料館の存在をさらに深めたと思います。中山道歴史資料館の館

長さんは本校でも講演をしていただきました。2 年生の職場体験の事業所の確

保が難しくなっております。そこで、4 月の段階で各学校の 2 年生担当の先生

方に職場体験できますという話を一報で回していただければ各学校の担当の

先生のところに話が入ってまだ解決されてない学校に言っていただけるとた

ぶん喜んでもらえると思います。また、教材の貸出等も非常に有効であります

ので、5 月の市教研の時に理科と社会などに資料の配布をお願いしていただけ

ると、例えば鉱物博物館の石片などは貴重な資料でありますのでそういうこと

をやっていただけるといいかと思います。以前鉱物博物館の学芸員さんに学校

で地学の講演をしていただきましたが、本校の 2 年生の学力調査の地学分野が

昨年のものを上回りましたので、非常に効果があったかなと思っております。

職場体験学習のアピールや講演や教材の貸出といったところで学校がバック

アップできるかなと思っておりますので、よろしくお願いします。 

会長 

 ただいま先生の方からご意見いただいたわけですが、その前に別の委員さん

からいただいた科学館と収蔵庫の 2 点については事務局の方から努力してい

く方向だということは重ねて苦しい中で前向きに検討したいというお話をい

ただきましたが。 

委員 

 私ども文化協会の方も文化会館の指定管理を受けてやっているわけですが、
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文化会館は博物館よりも古い施設で 50 年に近い施設ですので、雨漏り当たり

前みたいな話になっています。そういう中で市民の皆様に来ていただく環境づ

くりなどは非常に危惧しているので、そういう風にお約束していただけるので

あれば良い方向に向かう気がしますのでどうぞよろしくお願いします。 

会長 

 事務局側にはよろしくお願いします。それから若山先生からは御礼を兼ねな

がらのさらなるご意見だったと思いますが、ご意見を尊重していただければど

こにも当てはまる部分があると思いますのでよろしくお願いします。そのほか

いかがでしょうか。 

委員 

 私は職業柄未就園児のお子さんと若いお母さんと関わることが多くて、子育

ての会話の中で鉱物博物館や子ども科学館などの施設は行く？といったこと

の話題を持ちかけまして、声を聞いてみました。そんなに多くの方には聞けな

かったのですが、転勤で引っ越してくる方も多くて、自分が小さいころに行っ

たけれど今は子どもが小さくてなかなか行けないという声が多かったです。博

物館や科学館がこうだったらいいなとか、こういうものがあったら行きたいな

と思うことがあるかどうか聞いてみたら、よく遊びに来られる方もお弁当を持

ってゆっくり遊ばれる方が多いので、お弁当が食べられるところとかトイレに

おむつ替があったりとかそういうところが整っていると行きやすいという声

を受けました。あと建物の近くに遊べるところが、ちょっとしたすべり台だと

かベンチがあってのんびりできるようなところが隣接してあると、ゆっくり時

間を過ごしたいということなのでそういうところがあるといいなという声も

聞きました。 

 あとにぎわい子育て支援センターのにぎわいプラザ 3 階にいるのですが、ポ

スターを見ると、教育委員会関係のものだけという話もあるからか、そういう

ものしか貼られていないので、もしこういうクリスタルコンサートのものとか

あればお母さんたち見るので、こういう情報も欲しいです。私も目に付くとこ

ろにあったら博物館でこういうイベントあるのかーとか情報が行くのかなと

思いました。 

会長 

 非常に大事な具体的にお話を聞きながらの提案をいただいたわけですがい

かがですか。例えばポスターを、育児をする若い母親が集まる場所には掲示を

するといいのではないかという。 

事務局 

 ポスターにつきましては、各施設等に送っており、にぎわいプラザにも送っ

ておりますが、色んなポスターがあると思いますので、場所的に文化振興課の

方に固まって貼られているとか、教育委員会の方には無いとかそういうところ

もあるかと思いますので、情報が欲しい人たちのところに適切なポスターを掲

示できるといいのかなということは思います。博物館にもたくさんのポスター
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が送られてくるわけですが、的確な貼り方とかをしていただければと。貼って

いただく側のことになりますのでこちらからはお願いするしかないのですが、

そういうことでやっていきたいと思っております。 

会長 

 例えば中日新聞に各市のイベントなどを紹介する項があるわけですがああ

いうところ、あるいは先程の話のにぎわいプラザのああいう集まられる場所に

意図的に更に努力いただければということでお願いしたいと思います。 

委員 

 科学館の横にすべり台はあります。 

委員 

 話を聞いたところ科学館は行きますということでした。あと科学館は桃山公

園があるので、行きやすいと思います。お母さんたちもきょうだいを連れてよ

く行かれると言っていました。ただ科学館自体にもあるといいなあという声で

したので、駐車場の横などにできないかなと。 

委員 

 土岐市の幼稚園は７つほどあるのですが、科学遊びというのでずっと回って

いて、その中でロボットを操作したりするのですが、難しい操作ではなくてボ

タンを押すだけで太鼓を叩いたり、前後に動いたりするもので、例えばごみ箱

を改良したり、スターウォーズの R2-D2 みたいにモーターをつけてボタンを

押しながら動かすというのをやって、幼稚園の子どもさんはそれがすごく楽し

いんですね。小学生中学生よりも小さいお子さんたちはそういう簡単なロボッ

トで、自分で操作するようなロボットがよくて、そういうものをつくっていこ

うかなと思っています。今作っているのは乗って操縦できるそういうロボット

を計画して作り始めています。 

会長 

 ありがとうございます。出前講座などに関わってくる内容だと思いますが、

具体的にロボットと体験できるような形でさらに一層ということだと思うの

ですが、委員さんの中では母親が子どもさんを連れてお弁当持ちでゆっくりで

き、そこに行きたくなる、あるいは行ってよかったと思えるような場所という

ことも今も努力してもらっているとは思いますが更に努力をしていただきた

いと思います。 

委員 

 資料の年別の利用者一覧がありまして、平成 23 年から載っていますが、中

山道歴史資料館と苗木遠山史料館が23年から見るとすごく動員が増えてるの

はこれは何か理由があるんですか。 

事務局 

 遠山史料館につきましては城ブームとか先程もちょっとバスの話がありま

したが、観光バスがすごく増えまして、そういうところで急に増えたというと

ころです。中山道歴史資料館に関しては、資料はあっても今まではなかなか発
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信がなかったのですが、その資料をわかりやすく、古文書って難しい字ばっか

りだったりするので、その中でわかることをわかりやすく伝えたいということ

で、待っても人が来ないので出前に行って、そこでお客さんに話して、そうす

ると子どもさんが親御さんを連れてくる。それから六斎市には入館無料にして

こういう展示があるので入ってくださいということで入っていただくという。

広報の活用をたくさん行うことで人が入って下さるということです。 

委員 

 今妻籠馬籠が外国人の方も含めてすごい人が増えていると思うんですけど、

たぶんお城ブームだけだったらこんなに増えてないと思うんですよね。であれ

ば妻籠馬籠ブームに乗って東山の方も増えていくのでそこで何かしら取り組

みがあって増えていると思うので、こちらも何かしら取り組みをしていったら

どうかなと思いました。もうひとつお聞きしたかったのが、単純に来場者を増

やしたいという考えでいいのですか。小さい博物館や資料館のイメージで、例

えば自分も子どもの頃に学校の行事で子ども科学館へ遊びに行って、発泡スチ

ロールの玉が宙に浮いているのとかおもしろくて何回もやってという記憶が

あるのですが、地域の子どもとか、歴史とかだったら中学生高校生対象に、中

津川市の高校生を対象に目標 100％来場してもらいましょうとかそういう明

確な目標数字があると取り組みやすいのかなあとか、単純に来場者数を増やす

ということなら来場者数 3 万を目指しますとかがあるのかわからなかったの

で教えていただきたいです。 

事務局 

 博物館自体の問題だと思いますが、博物館法というのがありまして、本来の

目的は資料収集して保存して整理して展示したり教育したりするということ

なので、すべてが来館者に来ていただくだけでいいのかということではないと

思います。資料をしっかり保管できるようなところが必要であるし、公立博物

館の一番のところはやはりそういうところが重要だと思いますので、私立民間

でいきますとたくさんお金を稼ぐとかいうところもありますけども、そういう

ことではなくて貴重な資料を少しでも保存していくというのがまず第一で、そ

の後には展示なり教育なりができるということにつながってくると思います。

できればみなさんに来ていただくというのが一番いいのですが、何しろその展

示品が好きか嫌いかなど色々な考え方がありますので、すべての人を一律にと

いうことではないかと思います。それなりに興味がある方にもっと深くという

のもひとつの方法でもありますし、色々な考え方がありますので、それぞれの

館において委員さんがおっしゃられたような目標を持ちながらやることも大

切だと思いますので、色々と検討させていただきたいと思います。 

委員 

 資料の保管が一番大切だというのは聞いたことがあって、単純に来場者を集

めるだけではないと思っていたので、教育の観点にするのであれば、そういう

数値があればいいなというように思いました。 
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会長 

 非常に大きな観点からの大事なご意見をいただいたと思いますが、先程冒頭

で部長さんが方針と重点を説明して下さったわけですが、中津川市がかかわる

5 館の施設へ来ることで、来た人たちが来てよかった、あるいはもっと学びた

い、知りたいといういきいきとした人間になるという大きい方針を含む明確な

目的作りをおっしゃられたそういうことを含めてのご意見だったと思います。

まだまだご意見等をいただきたいところですが、この協議会はまだまだ続いて

いきますし、今までにも貴重なご意見をいただいておりますので、その他を含

めて協議が足らないかもしれませんがここで区切りにしたいと思います。 

 平成29年度第二回博物館等協議会をこれで閉じさせていただいてもよろし

いでしょうか。大変貴重なご意見ありがとうございました。本日はこれで閉じ

させていただきます。 

 ありがとうございました。 
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